
日赤救護班派遣中：7/20-23　広島県安芸郡坂町　救護班一個班派遣　派遣者は以下のとおり

DMAT関連（島根県DMATの広島県派遣終了7/10）

日赤救護班関連【松江赤十字病院救護班派遣7/9-12　倉敷市】

日赤救護班関連【松江赤十字病院救護班派遣7/20-23　安芸郡坂町】
日 時 発信元 受信先 内容
7/10 日赤島根県支部 医療社会事業課 救護班派遣要請（内科系医師1、薬剤師1、看護師長1、看護師2、事務員2、救急車1）

派遣期間：7/20（金）～7/23（月）、参集場所：安芸郡坂町

医療社会事業課 各部署 看護部長・看護副部長派遣調整依頼、薬剤部長：派遣調整、薬剤依頼
総務課長：派遣調整、救護班資機材・車両確保
内科系医師、事務員1については医療社会事業課より連絡

7/12 17:00 派遣者決定：医師1名、薬剤師1名、看護師長1名
看護師2名、事務員2名

7/19 庄原日赤救護班 総務課 情報提供：患者情報60名/日、救護所環境（冷房完備）、メディア対応、日常生活環境など

庄原日赤救護班 薬剤部 情報提供：熱中症より外傷（片付け中の小傷）が多い印象　他

17:00 17：00～18：00　出発前日打合せ（救護班員・支部職員）、資機材車輌搬入

7/20 6:45 救護班出発式

7:00 病院出発

10:10 日本赤十字社広島県支部着　支部でブリーフィング

12:09 小屋浦小学校　庄原赤十字病院救護班と引き継ぎ

13:00 小屋浦小学校臨時救護所の運営（～20：00）

7/21 9:00 〃　　　（9：00～20：00）

　　　　　※10：30～11：30　看護師長、事務員については、小屋浦小学校周辺のアセスメント活動を実施

7/22 9:00 〃　　　（9：00～20：00）

7/23 9:00 〃　　　（9：00～12：00）

12:00 鳥取赤十字病院救護班へ引き継ぎ（12：50撤収）

日本赤十字社広島県支部報告後、松江市へ

18:10 救護班帰院式　

18:20 デブリーフィング　        　　　　　18:35解散

医療社会事業課　　2018/7/24/AM10時作成

平成３０年７月豪雨災害の対応（第７報）



7/20 6:45 救護班出発式 　　　　　　　　　　　　　　7/20　　10：10～　日本赤十字社広島県支部　ブリーフィング

〇救護班活動報告 

２０日（金）は、広島県支部にてブリーフィングを受けた後、小屋浦小学校へ移動。同小学

校に開設されている救護所での診療活動を行いました。庄原赤十字病院の救護班から引

き継ぎを受け、避難者の診察などを実施しました。この日は、打撲や捻挫等の外傷や上気

道感染症など合計３３名の診療を行ったとのこと。 
 

２１日（土）・２２日（日）は、引き続き、小屋浦小学校に開設されている救護所での活動。併

せて、小学校周辺の集会所や住宅に出向き、ニーズ調査を実施。救護所では、熱中症疑

いや皮膚炎など２日間で合計８０名を診察したとのこと。  
 

 また、県薬剤師会や県看護協会など複数の団体が小屋浦小学校とその周辺で活動して

おり、情報交換会を実施し共有を図っているそうです。  
 


